
私立 亀田医療大学大学院 看護学研究科 千葉県鴨川市 学校法人 遵守事項

　看護学専攻(M) 10 　鉄蕉館

助言事項

私立 湘南医療大学大学院 保健医療学研究科 神奈川県横浜市 学校法人 遵守事項

　保健医療学専攻(M) 12 　湘南ふれあい学園

遵守事項

・開設年度の前年度に借入をしており、負債率が25％を超えることが予想され
ることから、負債について計画どおり償還し、負債の減少に努めること。

助言事項

 認可申請に伴う，既設大学等の入学定員の変更状況

計 ２　校 　　２研究科　　２専攻(M) 22

（注） 「備考」欄の（　）書の数字は，今回の認可申請に伴う関係のある既設学部等の入学定員の減を示す。

平成３１年度開設予定大学院等一覧

１　大学院を設置するもの　２　校 平成３０年１０月

区分 大 学 院 名 研究科・専攻等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

・設置の趣旨・目的等が生かされるよう、設置計画を確実に履行すること。ま
た、学術の理論及び応用を教授研究するという大学院の目的に照らし、開設時
から充実した教育研究活動を行うことはもとより、その水準を一層向上させる
よう努めること。

・設置の趣旨・目的等が生かされるよう、設置計画を確実に履行すること。ま
た、学術の理論及び応用を教授研究するという大学院の目的に照らし、開設時
から充実した教育研究活動を行うことはもとより、その水準を一層向上させる
よう努めること。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専任教員数の割合が比較的
高いことから、定年規程の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとともに、教員組織編
成の将来構想について検討すること。

附 帯 事 項
(人)

・完成年度における法人全体の基本金組入前当年度収支差額がマイナスとなっ
ていることから、収支の均衡を前提とした中長期的な財政計画の策定・実行な
ど、経営基盤の安定確保に取り組むこと。
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私立 東京工科大学大学院 デザイン研究科 東京都大田区 学校法人 助言事項 　バイオ・情報メディア研究科

　デザイン専攻(M) 10 　片柳学園 　　コンピュータサイエンス専攻(M)[定員減] (△10)

　　メディアサイエンス専攻(M)[定員減] (△10)

　　アントレプレナー専攻(M)[定員減] (△10)

 認可申請に伴う，既設大学等の入学定員の変更状況

１　校 　　１研究科　　１専攻(M) 10 　大　学　院 △ 30

（注） 「備考」欄の（　）書の数字は，今回の認可申請に伴う関係のある既設学部等の入学定員の減を示す。

・学生生徒等納付金に対する経常的経費支出の割合が同系統の大学等を設置す
る学校法人に比べて低いことから、同納付金の学生への還元に取り組むこと。

２　研究科を設置するもの　１　校

区分 大 学 院 名 研究科・専攻等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
附 帯 事 項
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公立 香川県立保健医療大学大学院 保健医療学研究科 香川県高松市 香川県 遵守事項

　看護学専攻(D) 2

私立 田園調布学園大学大学院 人間学研究科 神奈川県川崎市 学校法人 遵守事項

　心理学専攻(M) 5 　調布学園

助言事項

遵守事項

私立 姫路大学大学院 看護学研究科 兵庫県姫路市 学校法人 　―

　看護学専攻(D) 3 　弘徳学園

 認可申請に伴う，既設大学等の入学定員の変更状況

計 ３　校 　　３研究科　　１専攻(Ｍ) 5

　　　　　　　　２専攻(Ｄ) 5

（注） 「備考」欄の（　）書の数字は，今回の認可申請に伴う関係のある既設学部等の入学定員の減を示す。

３　専攻設置又は課程を変更するもの　３　校

区分 大 学 院 名 研究科・専攻等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)

・「公認心理師総合演習Ⅰ」「公認心理師総合演習Ⅱ」について、演習内容を
シラバスで具体的に記載し、学生に明示すること。

・心理学に関する演習を行う際には、備品だけでなく心理学特有の設備を備え
た演習室が必要になることもあるため、必要に応じて演習室の設備も充実する
ことが望ましい。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専任教員数の割合が比較
的高いことから、定年規程の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとともに、教
員組織編制の将来構想について着実に実施すること。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専任教員数の割合が比較
的高いことから、定年規程の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとともに、教
員組織編制の将来構想について着実に実施すること。

附 帯 事 項
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